
市販オレンヂ・ジュース碓話中の＊   

溶 出 錫 量 に つ い て   

（ポーラログラフによる碓詰の研究第8報）  

田   小  久  

岩  本  喜  伴  

ON THE AMOUNT OF DISSOLVED TININ A CANNEt）ORANGF   

JUICE SOLDIN DOMESTIC MARKET  

K．Oda and Y．Iwamoto  

1．Amっng can∋COntainillg370grams of5uice，nO CnSCe W：lS fL）undin which the amou一一t  

Of dissolved tin was over thelimitof the Sanitary Regulation．  

2．In a jnice cユ11COntaining200grams，Stored9months after canrllng WaS foulld some  

CaSeSin which the amount was over thelimitofthe Sanitary Regulation（150p．p．nl．），  

but these cユnlld juice hヨd not yet し）een SpOiled，it was just al－OrmaIcanned5Llice  

butlost freshnessofitsfhvour and were detected sorne flavour of can or metalinit．  

1．糟  口  

我国碓君食品の生産高の点において重要な位置をしめている果汁芹澤許が活菰飲料水取締規則の適  

用を受けるようになり、転覆詰ジュース中の錫の横川限度が150p．p．m．出、下と規定されたので妊詰  

ジュース中の主任をしめるオレンヂジュース椛詰の市販品につき以下の試験を行った結果を報告す  

る。   

即ち前報（希7報）にて首麓話ジュース中の錫の測定について簡易な僻も比較的楕度の高いポーラ  

ログラフによるジュース措話中の溶出錫遷の測定法を確立し得たので同法に従って測定した結果を  

集録した。但製造工場名等の刻印についての記献ほ私考により割愛せしことを諒承されたし＼′。  

実 験 結 果  

Table l試料に ついて  

製造年月日  昭和32年12 月 25 日  

分析年月日  昭；印33年 6月17 日  

＊ この論文は広島市にて開催きれた昭和34年腔研究発表会にて表した論文である。  
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備  考  錫   量  
（p．p∴m．）  

史  実 ㌍ 皮  上部㌍牒量  
（incll）  （1】1m）  

整埋番号  内 容  
（g）  

14．0  13．0  

15．5 ゝ一瓜 13．。   

14．5  13．0   

14．5  13．0   
n 

13．5  
、■‾－  

12．5  

「▼／一＿▼〉  

15．513，5  

354  370  

355  369  
PH 値 ＝ 3．38  

糖産  ＝13．8％  

滴定酸圧＝ 0．5％  

（クエソ敢として）  

356  370  

357  370   

ゝ  

358   374  

359  369  

360  367  

15．O  13．0  

15．5  14．0  

361  370  

362  364  

製造年日日  同  上  

分析年月日  昭和33年12月19日  
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製造年月日  同  上  

分析年月日  昭和34年 6月25日  

Table 2 試 料 に つ い て   

製造年月R  昭和33年 3 月16「］  

分析年月日  昭和33年 4 月 22 日  

製造年日日  同  上  

分析年月日  昭和33年 6 月 24 R  

4．5   1日l63   pH値 ＝ 3．28   380  204  r  

糖度 ＝13．6％  

381  1 203   5．5  11・067  
滴定酸度＝0．4％   

382   206  4．5   9．0  47   （クエン酸として）   

－ 68 －   



垂章 一  

‾萱 書書垂 ‾  

製造年月日  同  上   

分・析年月日  昭弄‖33年 9 月 5 日  

1二部ぎ憫量 ㌻ 錫   
（m可し（p∴P二m・）   

9．。j 7。  

備  考  整理番号  内 字‡量≧  
（g）  

233  
【  

207  

234  ト  206  

■  
235  205  

r  

236  204  

237  205  

53  pH 僻 ＝ 3．28  

糖度  ＝13．6％   

滴是政度 ＝ 0．4ァ云  
9．5  62  

93  （クエン酸として）  5．0  ト  10．0  

9．5  68  

製造年月日  同  ＿ヒ   

分析年月日  昭和33年12 月16 日  

整那拝号 内 容 景真空 控 卜潤偶量巨錫  量   鮒  
（g）  （iucll）  （nュ1Tl）   （l〕．p，】TL）   

n 386 203  3．5  9．O L154l  

9・ 

1  ‾云▼工吏二∃芸伯≡1；二……   

205 7．5  10・0  185 1 

l   

船鰻＝0．4％   

■‾‘ 
387弓2076・5           388   u  202  7．5  （クェン牌として）  

390  206  6．0   

204  8．0   10・5  181  
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製造年ノ＝けJ  向  卜   

′廿析年月日  昭和34年 3 月 4 口  

「11こIb】e 3 試 料 に つ い し  

相和33年12 月 29「1   

昭和34年 2 月16 R  

製造年月日   

分析年月日  

【上部期実景  錫   景  備  
（mnl）   （p・p・m・）  

整瑛！番号  内 学事 寅  寅 窄 匠  

（g）    （主ncll）  

10．5 ト  105  r  377  13．0  

pH 佑 ＝ 3．35  

糖整  ＝13．0〆   

滑走酸度＝ 0．5％   

（クエン酸として）  

37812・0  
戸10・0  

【  
380  12．5 ト  10．0  

381  11．O  9．5   r  lO9   

376  12．0  11．O  135  

製造年月日  同  仁  

分析年月日  帖和34年 3 f128 日  

上郡空隙寵  錫   景  

（mm）   （1）．p．nl．）  

13．0      135  

一         11・0  

5 

11． 
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整≡薫‾番号  内 黎さ 量  

（g）  

備  考  

pH 仰 ＝ 3．35   

糖控  ＝13．0％   

確定徳性＝ 0．5％   

（クェン酷として）   

678  369  

679  373  12．0  

680    374  12．5  



製造年月日  同  上  

分旧年目口  相和34年 6 H29l1  

備  考  卜。邪㌍陳誌  錫  兵 竺た 度  珂  
（incll）  い¶11つ）   （1）．P．ユTl．）   

9．5  10．5 と  128  

5．O  11．O 171  

9．0  10．0  115  

8．0  8，5  103  

8．5  8．5  10‘主  

整規番号  内 宇f ゴ1モ  
（g）  

704  376  

7（15  375  

706  379  

707   384  

708  384  

PH 備 ＝ 3．35  

樺度  ＝13．0％   

滴窟隠匿＝ 0．5％   

（クエン酸として）  

√rable 4；J℃ 料 に つ い て   

製造年目口  相和34年1口30「！  

分析年月R  日1’挿【三i▲1年 2 月16†1  

備  考  ・常聖F算通  錫   、  

（111m）  （Ⅰ〕．rL：11．）   

1．0．0  72  

8．0       74  

9．0  24  

8．0  20  

lり．O     94  

整至塁番号 lノヨ ノ≠‡克己  
（写）  

507  205  

508  210  pH値＝ 3．35  

特段  ＝13．2％   

確定酸度＝ 0．5％   

（クェン醸として）  

509  207  

510  21r）  
I  

511  206  

製造年月R  同  上   

分析年月日  昭和34年 4 月 30l二1  

整至白市号 l勺 子羊 果  実 空 挺三  
（g）  （incll）  

69⊥主  207  13．5  

695  206  13．5  

日経空隙昂  
（1TlIll）  

錫  
（p．p．rn．）  

備  考   

pH 値 ＝ 3．35  

糖度  ＝二13．2％  

確定臓瞳＝ 0．5％  

（クエン酸として）   

9．（）  70  

9．5  82  
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以上の試験結果にて明らかなようにいわゆる我国にてジュHス碓と云えばTable2及び4の200g  

入ジュース躍が市販されてし、るのであるが、此種の躍型オレンヂジュース貢贋詰において製造後9カ  

月以上経過した試料区において現行の法規限度以上の錫が検出された。但370g入ジュース鮎酎こお  

いてほ限度を越えた試料は無かった。 またTable2試料の限度を越えた試料においても一般耀  

試験において何ら不良と申すべき点がなく、唯新鮮品を欠くと云う程度にてpH値、兵空変等他の  

区の正常躍詰と同様であった。   

要  約  

河内に巾販されているオレンヂジュース確話中の捧存錫畳の測定を行った。  

1）370g入確詰に於てほ衛生試験法瀾の限度を唱えた試料はなかった。   

2）200g入確詰に放ては製造後9ヵ月以上経過した試料に現行の待卜生試験法規の限度（150p・P・  

m．）を超えた試料があった。   

但し一蝦膵詰試験に於ては何ら不良膵詰と印すべき点がなく、唯新鮮味を欠き所謂碓臭を感ずる  

以外は正常磋試であった。  
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